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仏法紹隆寺（票）保管の「庚申堂」「大黒天J

廃城から150年

の「新発見」
文
献
や
什
物
帳
読
み
解
き
判
明

か
つ
て
の
殿
様
の
暮
ら
し
や
祈
り
の
形
態
が
垣
間
見
え
る
貴
重
な
史
料
1
－
。
諏
訪
市
四
賀
の
仏
法

紹
隆
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
厨
子
が
、
高
島
城
（
同
市
高
島
）
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
同
寺
の
岩
崎
宥
全
住
職
（
4
7
）
が
寺
に
残
る
文
献
や
財
産
目
録
に
当
た
る
什
物
帳
を
読
み
解
い
て
判

明
。
2
9
日
、
疲
道
陣
に
公
開
し
た
。
岩
崎
住
職
は
「
驚
き
の
新
発
見
。
今
年
は
高
島
城
の
廃
城
か
ら
1

5
0
年
の
節
目
で
、
何
か
因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ
る
」
と
感
慨
深
げ
に
話
す
。
　
（
杉
本
哲
也
）

二
つ
の
厨
子
は
高
島
城
三
の
丸

に
設
置
さ
れ
て
い
た
仏
堂
「
庚
申

堂
」
と
、
東
御
殿
に
安
置
さ
れ
て

い
た
「
大
黒
天
厨
子
」
。
彩
色
の
庚

申
堂
は
1
5
9
8
（
慶
長
3
）
年

の
築
城
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。
大
黒
天
厨

子
は
、
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
立

川
流
建
築
の
二
代
目
立
川
和
四
郎

冨
昌
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。

今
夏
に
諏
訪
市
博
物
館
で
行
わ

れ
た
高
島
藩
主
諏
訪
家
に
関
連
す

る
展
示
会
に
合
わ
せ
、
岩
崎
住
職
が

同
寺
の
幕
末
の
住
職
宥
中
が
残
し

た
記
録
を
読
み
返
し
た
と
こ
ろ
、
「
高

島
城
の
東
照
宮
を
紹
隆
寺
に
移
す
」

畠
の
記
述
を
発
見
。
詳
し
く
調
べ
る

と
、
三
つ
の
厨
子
が
移
さ
れ
た
史
実

が
記
さ
れ
て
い
た
。
東
照
宮
の
所
在

は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

二
つ
は
判
明
。
同
寺
普
覧
堂
の
裏

堂
（
倉
庫
）
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

宥
中
の
記
録
に
よ
る
と
、
庚
申

堂
は
1
√
8
7
2
（
明
治
5
）
年
に
政

府
か
ら
東
京
移
住
を
命
じ
ら
れ
た

諏
訪
家
に
よ
り
紹
隆
寺
へ
遷
座
。

岩
崎
住
職
は
「
当
院
が
高
島
藩
の

祈
願
寺
だ
っ
、
た
こ
と
や
、
藩
の
危

機
に
は
非
常
金
を
納
め
て
い
た
縁

で
は
な
い
か
」
と
推
測
す
る
。
大

黒
天
厨
子
も
同
年
、
高
島
城
か
ら

移
転
さ
れ
た
。

庚
申
堂
の
側
面
に
は
中
国
唐
時

代
の
伝
説
上
の
僧
侶
で
あ
る
寒
山

拾
得
図
な
ど
が
描
か
れ
、
′
扉
の
内

側
は
月
と
太
陽
、
菊
紋
の
意
匠
。

大
黒
天
厨
子
に
は
打
ち
出
の
小
づ

ち
な
ど
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

庚
申
堂
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
青
面
金
剛
は
所
在
不
明
。
大

黒
天
も
姿
は
な
く
、
由
在
は
清
瀧

権
現
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

′
1
日
か
ら
一
般
公
閲

「
新
発
見
の
宝
は
、
皆
さ
ま
に
知

高
島
城
三
の
丸
に
設
置
さ
れ
て
い
た
庚

申
堂
。
鮮
や
か
な
彩
色
が
確
認
で
き
る

高
島
城
東
御
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
大
黒
天
厨
子

っ
て
も
ら
う

こ
と
が
次
代

に
つ
な
ぐ
最

善
の
方
法
。

多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ

き
た
い
」
と

岩
崎
住
職
。

日
月
1
日
か

ら
年
内
い
っ

ぱ
い
一
般
公

開
す
る
。
檀

家
を
除
く
一
般
の
拝
観
料
は
5
0

0
円
で
、
時
間
は
午
前
9
時
～
午

後
4
時
。
同
2
4
日
に
諏
訪
市
博
物

館
で
開
く
「
す
わ
大
昔
サ
ロ
ン
W

A
ユ
で
は
、
「
諏
訪
高
島
城
の

遺
物
－
時
代
に
流
さ
れ
仏
法
紹
隆

寺
に
移
し
た
三
つ
の
厨
子
」
を
テ

」
マ
に
意
見
堂
父
わ
す
。


